
 

意見書案第８号 

 

衆議院の比例代表定数削減に関する意見書 

 

 民主党は、第１８０通常国会に、「社会保障と税の一体改革」の財源保障を理

由に、消費税増税と「引き換え」に衆議院の比例代表定数８０削減を提案する

としている。 

 比例代表定数削減は、民主党が掲げるマニフェストであるが、これは、選挙

制度をより小選挙区制に近づけるもので、大政党に有利となる。 

 民主党が言うように比例代表定数を８０削減すると、比例代表定数は１００

となり、衆議院定数の４分の３は、４割台の得票で７割台の議席を得ることが

可能な小選挙区制で選ぶことになる。しかし、小選挙区制では、死票が多く、

多様な民意が切り捨てられることになる。 

 よって、国会においては、衆議院の比例代表定数を確保し、民意を正確に反

映する選挙制度構築へ向け、小選挙区制の問題を含めた本格的議論を開始する

よう強く要望する。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 

平成２４年（２０１２年）３月２８日 

 

札幌市議会   

 

（提出先）衆議院議長、参議院議長 

 

（提出者）公明党及び日本共産党所属議員全員 


